
公園内の池のほとりで行われたミニ音楽会
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に
参
加
し
よ
う

�
町
の
環
境
に
関
す
る
会
議
な
ど

に
参
加
し
、
環
境
計
画
づ
く
り
、

計
画
の
進
捗
評
価
な
ど
を
行
お
う

�
広
域
や
地
球
規
模
の
環
境
問
題

に
も
目
を
向
け
よ
う

�
環
境
保
全
活
動
を
常
に
リ
ー
ド

し
、
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
さ
ま
ざ

ま
な
発
見
を
田
園
都
市
越
路
町
か

ら
全
国
･
世
界
へ
向
け
て
発
信
し

よ
う

　

越
路
町
環
境
憲
章
で
は
、
基
本

理
念
・
基
本
方
針
・
一
人
ひ
と
り

の
行
動
指
針
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
環
境
を
次
世
代
に
継
承
す

る
た
め
に
は
、
避
け
て
は
と
お
る

こ
と
が
で
き
な
い
大
き
な
問
題
で

あ
り
、
小
さ
な
取
組
み
の
積
み
重

ね
が
も
っ
と
も
重
要
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

越
路
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

未
来
へ
存
続
す
る
た
め
皆
様
よ
り

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ

　
　

町
民
課
生
活
環
境
係

　
　

�
９
２
―
５
９
０
５

■
町
で
は
、
電
動
生
ご
み
処
理
機

購
入
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
お

り
、
ま
だ
、
今
年
度
の
予
定
台
数

に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
補
助
に
よ

る
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
購

入
前
に
町
民
課
生
活
環
境
係
ま
で

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
電
気
･
水
･
燃
料
な
ど
の
節
約
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
･
設
備
の
導

入
に
よ
っ
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取

り
組
も
う

�
公
共
交
通
機
関
の
利
用
や
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
に
よ
っ
て
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
大
気
汚
染
の
防
止
に
取
り

組
も
う

�
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

導
入
に
よ
っ
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
よ
う

�
一
人
ひ
と
り
が
町
や
地
球
の
環

境
に
関
心
を
も
ち
、
積
極
的
に

学
び
、
行
動
す
る
ま
ち
づ
く
り

�
一
人
ひ
と
り
が
環
境
づ
く
り
の

主
役
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
よ
う

�
家
族
や
知
人
な
ど
と
環
境
に
関

す
る
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

環
境
意
識
を
育
成
し
よ
う

�
町
や
地
球
の
環
境
に
関
心
を
持

ち
、
環
境
情
報
を
積
極
的
に
活
用

し
よ
う

�
環
境
に
関
す
る
勉
強
会
や
観
察

会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
よ
う

�
日
ご
ろ
か
ら
環
境
に
や
さ
し
い

生
活
を
心
掛
け
て
行
動
し
よ
う

�
す
べ
て
の
人
々
が
手
を
と
り

あ
っ
て
環
境
を
守
る
知
恵
と
行

動
の
輪
を
広
げ
る
ま
ち
づ
く
り

�
す
べ
て
の
人
々
と
協
力
し
、
町

民
総
参
加
の
環
境
保
全
活
動
を
進

め
よ
う

�
行
政
（
町
）
や
民
間
団
体
な
ど

が
行
う
環
境
保
全
活
動
に
積
極
的

く
過
ご
す
こ
と
と
環
境
美
化
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
「
こ
し
じ
ほ
た
る
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
」
を
次
の
日
程
で
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
実
施
に

あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
と
町
内
各

事
業
所
の
皆
様
よ
り
多
数
の
ご
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

春
の
環
境
美
化
運
動
で
、
町
内

各
地
域
の
皆
様
よ
り
空
き
缶
・
ゴ

ミ
拾
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

活
発
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
道

路
や
河
川
、
公
園
等
の
公
共
施
設

が
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
が
、

拾
っ
た
後
か
ら
ま
た
捨
て
ら
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

町
を
き
れ
い
に
し
て
気
持
ち
良

町
を
き
れ
い
に
し
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う

こ
し
じ
ほ
た
る
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を

実
施
し
ま
す

■主　　催　　こしじほたるクリーン大作戦実行委員会

■共　　催　　越路町・越路町議会・越路町区長総代町

内会長会・越路町社会福祉協議会・ＪＡ

越後さんとう・ヨネックス�・岩塚製菓

�・朝日酒造�・クリーンシステム�・

越路町青年懇談会・越路町公民館

■実施期日　　平成１５年７月２７日�

　　　　　　　午前７：００～　約１時間

　　　　　　　（小雨決行・雨天中止）

■実施場所　　越路町地域内とし、各大字単位の地域と

その周辺。なお、事業者については、そ

の所在する地域とその周辺。

◆問い合わせ

　こしじほたるクリーン大作戦実行委員会事務局

　町民課生活環境係�９２－５９０５（内線１３２）
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ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う

�
化
学
薬
品
や
洗
剤
な
ど
の
使
用

を
控
え
、
水
や
土
壌
を
汚
さ
な
い

よ
う
に
し
よ
う

�
ホ
タ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
身
近

な
生
き
物
を
大
切
に
し
よ
う

�
自
然
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
増
や

し
、
ふ
れ
あ
い
の
質
を
高
め
な
が

ら
自
然
と
共
生
す
る
喜
び
を
実
感

し
よ
う

�
町
の
人
々
の
生
活
が
息
づ
く
町

な
み
景
観
や
自
然
景
観
、
歴
史
的

文
化
財
な
ど
を
守
っ
て
い
こ
う

	
雪
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る
と
と

も
に
、
雪
と
親
し
み
生
か
す
風
土

や
行
事
を
大
切
に
し
よ
う

�
地
域
へ
の
愛
着
と
節
度
あ
る
暮

ら
し
が
支
え
る
循
環
型
の
ま
ち

づ
く
り

�
ご
み
を
減
ら
し
、
資
源
の
む
だ

づ
か
い
を
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う

�
ご
み
を
分
別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
し
よ
う

�
エ
コ
マ
ー
ク
商
品
、
詰
め
替
え

商
品
な
ど
の
環
境
に
や
さ
し
い
商

品
を
利
用
し
よ
う

�
空
き
缶
や
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て

を
や
め
、
地
域
の
美
化
に
取
り
組

も
う

�
減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る

農
業
に
取
り
組
も
う

	
生
ご
み
な
ど
の
有
機
物
の
堆
肥

化
、
農
業
資
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

取
り
組
も
う

�
ホ
タ
ル
舞
う
豊
か
な
自
然
を
再

生
･
保
護
し
、
自
然
と
共
生
す

る
喜
び
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り

�
森
林
の
下
草
刈
り
や
植
樹
、
耕

作
放
棄
地
の
有
効
活
用
な
ど
に
務

め
、
身
近
な
自
然
の
手
入
れ
を
怠

　

越
路
町
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
時
代

要
請
に
応
え
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
た
め
、
５
回
に
わ
た
る
策

定
委
員
会
と
３
回
の
住
民
検
討
会
「
魅
力

あ
る
越
路
町
の
環
境
を
考
え
る
会
」
で
検

討
を
重
ね
、
次
の
と
お
り
町
民
の
心
の
指

針
、
道
し
る
べ
と
し
て
「
ホ
タ
ル
の
里
越

路
町　

環
境
憲
章
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
　

世
紀
は
「
環
境
と
命
」
の
世
紀
と
い

２１
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
「
捨
て
る
」

社
会
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
を
大
切
に

し
、
自
然
を
い
た
わ
り
、
命
の
尊
さ
を
基

調
と
す
る
社
会
へ
の
移
行
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
一
人
ひ
と
り
が

日
常
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
変
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

ホタルの里越路町　環境憲章
１　基本理念
　私たちの越路町は、桝形山などの緑濃い山々とその山あいの水辺に舞う
ホタル、信濃川や渋海川が造り出した広大な田園風景などの水と緑の豊か
な町です。先人から受け継いだこの豊かな自然の恵みの中で、越路町はの
どかな田園都市として発展してきました。しかしながら、近年では、身の
回りの便利さや快適さを追求した私たちの日常生活や経済活動によって、
環境の悪化が深刻になっています。
　
　私たちは、快適な環境の下で健康で文化的に生きる権利を持つだけでな
く、健全な環境を次世代に引き継ぐ責任があります。よって、私たちは現
在のライフスタイルを見直し、環境保全活動を積極的に実践しなければな
りません。また、一人ひとりの行動を全町的な取組に広げ、さらに周辺地
域や地球全体の環境にも目を向けた幅広い取組に発展させる必要がありま
す。
　
　私たちの環境にやさしいまちづくりは、すでに始まっています。全国的
にも高い水準を誇るホタルの保護活動や環境保全型農業などが積極的に展
開され、着実に実を結んでいます。それらを息の永い取組とし、さらに充
実を図ることによって、環境保全に取り組む人々の流した汗や熱意を次世
代に伝えていくことも私たちの務めです。
　
　私たちは、このような考え方のもと、“人と自然にやさしい田園都市・
こしじ”を環境面から実現するため、この“ホタルの里越路町環境憲章”
を定めます。

２　基本方針
�ホタル舞う豊かな自然を再生･保護し、自然と共生する喜びを実感できる
まちづくり

�地域への愛着と節度ある暮らしが支える循環型のまちづくり
�一人ひとりが町や地球の環境に関心をもち、積極的に学び、行動するま
ちづくり

�すべての人々が手をとりあって、環境を守る知恵と行動の輪を広げるま
ちづくり

一
人
ひ
と
り
の
行
動
指
針

越路町の豊かな自然を次世代に継承するため
「ホタルの里越路町　環境憲章」を定めました
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太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム

　

太
陽
の
熱
を
有
効
に
利
用
す
る

太
陽
熱
利
用
は
、
環
境
調
和
型
社

会
に
は
欠
か
せ
な
い
地
球
に
や
さ

し
い
無
限
で
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
応
募
先
（
両
シ
ス
テ
ム
）

　

財
団
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団

※
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
振
興
課

�　

―
５
９
０
２
ま
で

９２
※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
役
場
に
あ
り

ま
す
。

・
二
十
年
勤
続
章

　

平
澤　

敏
彦
（
浦
）

　

永
井　

敏
幸
（
来
迎
寺
）

　

高
木　

英
明
（
来
迎
寺
）

　

米
山　

一
志
（
塚
野
山
）

・
十
五
年
勤
続
章

　

小
川　

隆
司
（
篠
花
）

　

深
井　

康
明
（
来
迎
寺
）

　

永
井　

善
之
（
来
迎
寺
）

　

永
井　

朝
雄
（
朝
日
）

　

西
脇　

敏
浩
（
浦
）

　

佐
藤　

和
夫
（
篠
花
）

　

小
林　

政
則
（
来
迎
寺
）

　

駒
村　
　

要
（
来
迎
寺
）

　

町
の
総
合
消
防
演
習
が
、
六
月

二
十
二
日
に
越
路
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
永
年
勤
続
さ
れ

た
団
員
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
引
き

続
き
、
長
岡
市
消
防
署
越
路
出
張

所
が
参
加
の
中
、
訓
練
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
通
常
点
検
・
機
械
器

具
点
検
・
ポ
ン
プ
操
法
等
が
団
員

の
敏
速
な
動
作
で
次
々
と
行
わ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
部
隊
訓
練
で
は
、

地
元
消
防
団
の
第
三
分
団
に
よ
る

小
隊
訓
練
が
行
わ
れ
、
観
衆
の
皆

さ
ん
か
ら
一
段
と
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

表　

彰

◎
日
本
消
防
協
会
表
彰

　

精
績
章

　

桑
原　

文
夫
（
西
谷
）

◎
団
長
表
彰

・
無
火
災
表
彰

　

東
谷　

無
火
災
期
間
十
五
年

　

岩
野　

無
火
災
期
間
十
年

町
総
合
消
防
演
習
開
催
さ
れ
る

　町観光協会では、越路町来迎寺在住の画家中��山先生のご協力を得て越路の自
然や風景などの四季を題材にした、絵はがきセット（５枚１組折り込み封筒入れ）
を製作し販売します。
　ご家族や親戚、知人、友人などへのご紹介、名刺代わりなどにお使いいただけれ
ば幸いです。
◆販　売　開　始　平成１５年７月７日�
◆販　売　価　格　通常価格５００円（税込み５枚１組セット）

なお、発売記念として平成１５年８月末日まで特別価格４００円で販売し
ます。

◆販　売　場　所　役場企画振興課、長谷川邸、そば処和蔵（昔ばなしとほたるの館内）
　　　　　　　町特産品販売所（宝徳山稲荷大社前）
◆問い合わせ　役場企画振興課　�９２－５９０２

原画展
期　間　平成１５年７月７日�～８月１７日�
　　　 午前９時～午後４時３０分
場　所　昔ばなしとほたるの館

原画　中�　�山
社団法人 日本南画院 監事
　　　　 日本水墨院 常務理事

ほたる舞う 雪ぼたるの里（環境庁認定）

ホタルブクロ　越路町の花

もみじ（もみじ園）　越路町の木

長谷川邸　重要文化財

和のしらべ　琴の出来る町 表紙　ふるさとの晩鐘　渋海川と桝形山（城跡）遠望

町オリジナル絵はがき発売町オリジナル絵はがき発売
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六
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成

十
五
年
第
一
回
越
路
町
議
会
臨
時

会
に
お
い
て
、
助
役
に
熊
倉
幸
男

氏
、
収
入
役
に
丸
山
秀
夫
氏
が
議

会
の
同
意
を
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
六

月
八
日
付
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉昭
和
二
十
九
年
旧
来
迎
寺

村
役
場
に
入
り
、
以
来
議
会
及
び

教
育
委
員
会
事
務
局
長
、
住
民
課

長
、
総
務
課
長
を
経
て
、
平
成
三

年
に
助
役
に
就
任
。

〈
略
歴
〉昭
和
三
十
六
年
�
北
越
銀

行
に
入
り
、
以
来
三
条
北
支
店
長
、

審
査
部
副
部
長
兼
審
査
役
、
シ
ス

テ
ム
部
長
、
紺
藤
整
染
�
へ
出
向
、

常
務
取
締
役
を
経
て
、
平
成
十
一

年
に
収
入
役
に
就
任
。

助役　熊倉幸男氏
（来迎寺・６７歳）

収入役 丸山秀夫氏
　（岩田・６４歳）

　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
一
夫

○
雪
ぼ
た
る
号
の
抜
本
的
見
直
し

を

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

忠
男

○
消
雪
井
戸
管
理
対
策
に
対
す
る

今
後
の
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

貞
夫

○
介
護
保
険
に
つ
い
て

■
請
願
・
陳
情

○
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
に
お
け
る
日

本
提
案
の
実
現
を
求
め
る
請
願

書
○
教
育
基
本
法
の
見
直
し
に
つ
い

て
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
請
願

書
○
三
十
人
以
下
学
級
の
実
現
を
は

じ
め
と
す
る
教
職
員
定
数
増
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

現
行
維
持
等
を
求
め
る
請
願
書

○
労
働
行
政
の
充
実
・
強
化
を
は

か
る
旨
の
意
見
書
採
択
を
求
め

る
請
願
書

○
国
民
本
位
の
公
共
事
業
推
進
と

執
行
体
制
拡
充
を
求
め
る
陳
情

書
○
「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
早
期

実
現
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

○
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
へ
の
意
見
反

映
を
求
め
る
陳
情
書

　

平
成
十
五
年
第
二
回
越
路
町
議

会
定
例
会
は
、
六
月
十
八
日
か
ら

会
期
三
日
間
の
日
程
で
招
集
さ
れ
、

平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
を
は
じ
め
特
別
会
計
補
正
予
算
、

条
例
改
正
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
条
例
関
係

　

本
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
条
例

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
越
路
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
越
路
町
老
人
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
百
四
万

七
千
円
を
減
額
補
正
し
、
予
算
総

額
は
六
十
九
億
七
千
八
百
九
十
五

万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
町
長
選
挙
費
の

減
額
な
ど
で
す
。

■
一
般
質
問

　

本
定
例
会
に
お
い
て
、
次
の
一

般
質
問
が
あ
り
、
町
長
に
答
弁
を

求
め
ま
し
た
。（
質
問
者
の
氏
名
・

質
問
事
項
の
み
。
敬
称
略
）

助
役
・
収
入
役

再
任
さ
れ
る

第
二
回
越
路
町
議
会
定
例
会

　

住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
及
び
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ

ム
の
平
成　

年
度
の
上
期
に
お
け

１５

る
補
助
制
度
の
応
募
受
付
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

太
陽
の
光
を
利
用
し
た
太
陽
光

発
電
は
、
ク
リ
ー
ン
な
石
油
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
。

　

安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給

源
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ら
に

地
球
の
環
境
保
全
か
ら
も
新
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団

で
は
、
こ
の
太
陽
光
発
電
を
利
用

し
た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
促
進
。「
住
宅
用
太
陽
光
発
電

導
入
促
進
事
業
」
と
し
て
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
補
助
制
度
を
実

施
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
る
方
で
あ
っ
て
、
電
力

会
社
と
電
灯
契
約
を
締
結
す
る
方

◆
補
助
金
額

　

太
陽
電
池
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト

当
た
り
９
万
円
の
補
助
金
が
、９
・

９
９
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ま
で
う
け
ら
れ

ま
す
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
で
は
、「
住

宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム

導
入
促
進
対
策
費
補
助
金
補
助
事

業
」
と
し
て
太
陽
熱
高
度
利
用
シ

ス
テ
ム
の
補
助
制
度
を
実
施
。
太

陽
熱
利
用
の
普
及
拡
大
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

給
湯
及
び
冷
暖
房
に
利
用
す
る

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
で
す
。
住
宅

の
屋
根
等
へ
の
設
置
に
適
し
た
不

凍
液
な
ど
を
強
制
循
環
す
る
太
陽

集
熱
器
と
、
集
め
た
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
貯
蔵
す
る
太
陽
蓄
熱
槽
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
補
助
金
額

シ
ス
テ
ム
１
件
当
た
り

最
大
十
万
円

■
募
集
期
間
（
両
シ
ス
テ
ム
）

　

平
成　

年
４
月　

日
か
ら

１５

２１

　

平
成　

年
９
月　

日
ま
で

１５

３０

住宅用太陽熱高度利用システムイメージ図

太陽集熱器

循環ポンプ
太陽畜熱槽

太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
と
は

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
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ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　

総
務
課
合
併
準
備
係

　
　
　
　

電
話
九
二
―
五
九
〇
一

�

�

�

�

���������������

���������������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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第７回　任意合併協議会
〇日時　７月１８日�午後３時～
〇会場　パストラル長岡
　　　　　　（長岡市今朝白２丁目）
※傍聴受付は午後２時３０分～
　　　　　　　　（５０名程度）

〇
任
意
協
議
会
の
設
置
期
間
延
長

に
つ
い
て

　

当
初
、
任
意
協
議
会
の
設
置
期

間
は
今
年
七
月
末
ま
で
を
目
途
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
新
市
将
来
構

想
の
策
定
に
時
間
を
要
す
る
こ
と

や
、
基
本
的
な
事
項
で
未
決
定
の

項
目
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
事

務
局
か
ら
期
間
を
延
長
し
た
い
旨

の
提
案
が
あ
り
、
九
月
頃
ま
で
延

長
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ　

の　

他

傍聴しませんか

お詫びと訂正
広報こしじ６月号・市町村合併情報Vol.１９の「８市町
村の人口」の欄で次の誤りがありました。お詫びして
訂正いたします。
（正）小国町　　７,３８９
（誤）小国町　５３,９５５

Ｑ2
Ｑ1

Ｑ3
Ｑ4

　　　　　「合併の方式は長岡市への編入合併、新
市の名前は長岡市に決定」とありましたが、越路町
は合併することに決めたのですか？ 
 
　まだ、決定していません。 
　任意協議会では、８市町村で合併するとした場合、
合併の方式や名前はどうするか、各市町村で違う行
政サービスはどう調整するかなどを協議します。 
　各市町村とも任意協議会で協議された結果をもと
に合併するかどうかを判断することになります。 
 

　　　　　　　地域自治、地域自治組織とはどうい 
　　　　　　うことですか？ 
 
　合併をして行政区域が大きくなり、さらに役場が
無くなると住民の声が行政に届きにくくなったり、
地域の伝統・文化・独自の特色ある施策が失われた
りするのではないか、また周辺地域になることによ
って、地域がさびれてしまうのではないかといった
様々な不安があります。 
　そういう不安を解消しようと考えられたのが地域
自治による旧市町村単位の自治権の確保です。 
　任意協議会では研究会を立ち上げて、長岡地域の
実情に合った地域自治の方法を研究しています。 
　一例ですが、地域自治組織のイメージとしては、
旧市町村ごとに支所を設置し、支所長と地域住民の
代表で構成する審議会を置きます。支所がある程度
の予算と権限を持ち、地域独自の事業や一定規模以
下の事業を執行するというようなことが考えられま
す。 

　　　　　　　新市将来構想策定小委員会 
　　　　　　の内容を知りたいのですが？ 
 
　紙面の都合と策定途中のため、まだ詳し
い内容はお知らせしておりません。 
　委員会の議案やアンケート調査結果等、
役場１階のエントランスホールに用意して
ありますので是非ご覧ください。 
　また、毎月発行される「協議会だより」
に概要が掲載されています。 
 

　　　　　任意協議会が９月末まで期間が
延長されましたが、越路町が合併するのか、
しないのかいつ頃決まるのですか？ 
 
　現段階での推測ですが９月末に任意協議
会が終了した場合、10月に町と議会が協議
を行い、町の方向性を打ち出します。 
　その結果をもって、11月頃に住民懇談会
を開催し皆さんのご意見をお聞きしたうえ
で、12月議会で「法定協議会に参加するか、
しないか」が決定されることになると思わ
れます。 
　法定協議会へ参加をしたら、必ず合併し
なければならないということではありませ
んが、この12月議会で合併か否か判断され
ると考えられます。 
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みんなで考えよう市町村合併！
市町村合併情報　Vol.２０

九九九九九九九九九九
月月月月月月月月月月
頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃
まままままままままま
でででででででででで
期期期期期期期期期期
間間間間間間間間間間
延延延延延延延延延延
長長長長長長長長長長
！！！！！！！！！！

九
月
頃
ま
で
期
間
延
長
！

　
「
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
」

の
第
六
回
会
合
が
六
月
九
日
、
長

岡
市
の
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、「
地
域
自
治
組
織
」

及
び
合
併
に
関
す
る
基
本
的
な
事

項
の
「
合
併
の
方
式
」「
新
市
の

名
称
」
に
つ
い
て
熱
心
に
協
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

〇
第
四
回
新
市
将
来
構
想
策
定
小

委
員
会
に
つ
い
て

　

五
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
た
小

委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
、
事
務

局
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
地
域
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」「
ま

第
六
回

　

任
意
合
併
協
議
会

長長長長長長長長長長
岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡
地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域
任任任任任任任任任任
意意意意意意意意意意
合合合合合合合合合合
併併併併併併併併併併
協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会

長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会

ち
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」「
有
識

者
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
の

結
果
が
出
揃
い
、
そ

れ
ら
の
資
料
を
参

考
に
次
回
以
降
本
格
的
に
委
員
に

よ
る
協
議
・
策
定
作
業
が
行
わ
れ

ま
す
。

■
平
成
十
四
年
度　

任
意
合
併
協

議
会
決
算
に
つ
い
て

■
地
域
自
治
に
つ
い
て

　

合
併
に
よ
る
不
安
と
し
て
、
地

域
住
民
の
声
が
行
政
に
届
き
に
く

く
な
る
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
・

特
色
あ
る
施
策
が
失
わ
れ
て
し
ま

主
な
報
告
事
項

う
、
周
辺
地
域
が
さ
び
れ
て
し
ま

う
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

旧
市
町
村
単
位
に
、
あ
る
程
度
の

自
治
権
を
持
た
せ
る
こ
と
が
今
ま

で
の
協
議
に
お
い
て
既
に
了
承
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

各
委
員
か
ら
は
、
地
域
自
治
の

事
業
と
し
て「
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
」

「
除
雪
」「
独
自
の
農
業
施
策
」「
道

路
補
修
」「
地
場
産
業
の
振
興
」

な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
参
考
に
地
域
自
治
の

組
織
や
業
務
を
ど
う
す
る
か
、
研

究
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
こ
で
ま
と

め
ら
れ
た
案
を
協
議
会
で
審
議
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

主
な
議
題

■
「
合
併
に
関
す
る
基
本
的
な
事

項
」
に
つ
い
て

〇
合
併
の
方
式
及
び
新
市
の
名
称

　
「
合
併
の
方
式
と
新
市
の
名
称
」

に
つ
い
て
は
第
三
回
任
意
協
議
会
で

協
議
さ
れ
ま
し
た
が
結
論
が
出
ず
、

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
議
会
議
員
の
定
数
や

任
期
、
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数

や
任
期
な
ど
、
非
常
に
重
要
な
問

題
が
、
こ
の
合
併
の
方
式
が
決
ま

ら
な
い
と
決
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含

め
、
再
度
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
の
中
で
は
、「
地
域
自
治
を

確
保
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
編
入

合
併
も
や
む
な
し
」
と
い
う
意
見

が
い
く
つ
か
出
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
合
併
す
る
な
ら
ば

人
口
の
多
さ
や
全
国
的
な
知
名
度
、

歴
史
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
て
合

併
の
方
式
は
「
長
岡
市
へ
の
編
入

合
併
」、新
市
の
名
称
は「
長
岡
市
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

決　　算　　額　（千円）

２５，０００歳　　入

１７，５４５歳　　出

△ ７，４５５差し引き

※　差し引き不要となった７４５
万５千円は各市町村に還付され、
越路町の最終負担金額は９０万円
になり、４０万６千円が還付にな
りました。

合
併
の
方
式
と

　
　

新
市
の
名
称
は
？
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�
公
的
な
機
関
に
相
談
す
る
…
最

寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
機
関
と
し
て
、
弁

護
士
会
、
法
律
扶
助
協
会
、
日
本

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協

会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日
本
弁
護
士
連
合
会
�　

―
３
５

０３

８
０
―
９
８
４
１

�
法
律
扶
助
協
会
本
部
�　

―
３

０３

５
８
１
―
６
９
４
１

�
日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
協
会
�　

―
３
２
２
６
―
０

０３

１
２
１

◆
も
し
払
え
な
く
な
っ
た
ら

　

支
払
い
（
返
済
）
が
で
き
な
く

な
る
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
は
自
分
の
生
活
を
見
直

し
、
ど
こ
に
お
金
が
か
か
り
過
ぎ

て
い
る
の
か
を
点
検
す
る
こ
と
で

す
。
そ
の
上
で
次
の
よ
う
な
こ
と

を
考
え
ま
し
ょ
う
。

�
親
や
家
族
に
相
談
す
る
…
正
直

に
話
し
ま
し
ょ
う
。

�
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
相
談
す
る

…
相
談
の
際
は
、
収
入
と
生
活
費

の
状
態
な
ど
を
あ
り
の
ま
ま
話
す

こ
と
が
大
切
で
す
。

く
で
き
る
か
…
ク
レ
ジ
ッ
ト
利
用

の
目
安
と
し
て
、
一
般
的
に
い
わ

れ
て
い
る
の
が
「
可
処
分
所
得
の

　

〜　

％
く
ら
い
」
と
い
う
考
え

１５

２０

方
で
す
。
可
処
分
所
得
と
は
、
手

取
り
収
入
か
ら
家
賃
や
光
熱
費
な

ど
必
要
な
支
出
を
差
し
引
い
た
残

り
で
す
。

�
手
数
料
や
金
利
は
い
く
ら
に
な

る
か
…
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
タ
ダ
で

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
年
率　

％
３０

で　

万
円
を
借
入
れ
１
年
で
返
済

１０
す
る
場
合
、
月
々
の
返
済
額
は
約

１
万
８
０
０
円
で
す
が
、
そ
の
う

ち
利
子
だ
け
で
月
２
、５
０
０
円
、

年
間
で
３
万
円
を
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。　

ヶ
所
か
ら
同
額
を

１０

借
り
入
れ
る
と
、
年
間
の
利
子
負

担
だ
け
で　

万
円
に
な
り
ま
す
。

３０

④
契
約
書
の
内
容
は
理
解
で
き
た

か
…
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
利
用
は
「
契

約
」
で
す
か
ら
、
必
ず
契
約
書
が

あ
り
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
ス
面
も
考
え
て

　

現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
く
、

す
ぐ
に
商
品
を
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の
が
ク
レ
ジ
ッ
ト

（
カ
ー
ド
・
ロ
ー
ン
・
キ
ャ
ッ
シ
ン

グ
）
の
良
い
点
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
便
利
さ
に

任
せ
て
使
い
過
ぎ
た
り
支
払
い

（
返
済
）
に
失
敗
し
た
り
す
る
と
、

そ
の
人
の
収
入
・
財
産
ば
か
り
か
、

社
会
的
信
用
も
失
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
す
る

と
き
は
、
こ
れ
ら
の
マ
イ
ナ
ス
面

も
十
分
に
考
え
て
使
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

◆
利
用
す
る
前
に
考
え
よ
う

�
本
当
に
必
要
な
利
用
か
…
…
使

う
目
的
を
明
確
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
支
払
い
（
返
済
）
は
、
無
理
な

　

自
分
の
支
払
能
力
を
は
る
か
に

超
え
る
ほ
ど
借
金
を
抱
え
込
む
多

重
債
務
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
複

数
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
や
消
費
者

金
融
会
社
、
金
融
機
関
か
ら
お
金

を
借
り
た
り
、
複
数
枚
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
い
過
ぎ
た
り

す
る
の
が
原
因
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
活
用
す
る
と
き
は
、
返
済
計

画
や
借
入
れ
金
利
な
ど
の
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
本
当
に
必
要
な
利
用

か
ど
う
か
も
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　７、８月は、夜間に母親学級（パパママくらぶ）を開催します。
日中勤務されている妊婦さんや、ご家族の皆さんもこの機会にぜ
ひお越しください。１コース２回です。動きやすい服装でお越し
ください。
■開催日及び内容
　《１回目》　７月２３日�
・妊娠中の食生活についてチェック表で見
　直してみましょう。
・座談会で楽しくおしゃべりしましょう。
・赤ちゃん（お人形）を抱っこしたりおむつ
　を替えてみましょう。
・リラックス体操
・お父さんの妊婦疑似体験
　《２回目》　８月１９日�
・妊娠中の食事について
・町の母子保健事業の紹介
・沐浴練習…赤ちゃん（お人形）をお風呂に入れてみましょう。
■開催時間　午後６時３０分～８時３０分
■会　　場　越路町保健センター
■持　ち　物　母子健康手帳、筆記用具
※事前に保健センターまでお申し込みください。�９２－５０１１

夜間のパパママクラブ開催

●
借
り
過
ぎ
に
ご
注
意
●

利
用
す
る
前
に
考
え
る

そ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
本
当
に
必
要
で
す
か
？

　消費者の善良さにつけ込み、返
済に困っている多重債務者をター
ゲットにした悪質業者が問題に
なっています。次のような手口が
あります。
手口その１…店舗をもたず、携帯
電話だけで取り引きをする。チラ
シや張り紙を電話ボックス・電柱・
公衆トイレ・郵便受けにまき散ら
し、電話をかけてきた客に融資す
る。貸付金額は数万円程度。業者
は、本当の名前も住所も明かさな
い。金銭の授受は手渡しで、借主
に契約書も渡さず、証拠書類を残
さない。
手口その２…現在急増中の新たな
手口のヤミ金融。多重債務に悩む
主婦などがターゲット。自宅にあ
る家具や電化製品をいったん買い
上げるという形で、客にその代金
をわたす。買い上げた家具や電化
製品は（リース）という名目で、
そのまま客宅へ置いていき、業者
はリース業と称して、高額な金額
を月々、請求する。
手口その３…業者同士が結託し、
金利支払いができなくなった借主
に、名前の違う業者を紹介して融
資する。名前は違っても、同じ業
者やグループ同士のことが多く、
組織的に融資をすることで、借主
の債務を膨らませる。
手口その４…多重債務者、自己破
産者をターゲットに、しつこく電
話をかけ、無理やり口座番号を聞
き出し、その口座に数万円程度を
振り込む。無理やり借金をさせた
後は、厳しい取り立てをする。

悪

質

業

者

に

ご

注

意
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　町民説明会には多数の皆様からお越しいただきまして大変ありがとうございました。説明会の中でお話しさせて
いただきました「ケーブルテレビの工事登録店（業者）」を、下記のとおりお知らせします。
　加入申し込みの際、工事店を指定したい方は、この指定登録店（業者）から選んでいただき、町企画振興課又は
�エヌ・シィ・ティまでお申し出ください。
◎表中の「放送」はテレビ放送宅内工事接続工事登録、「通信」はインターネット接続宅内工事登録の略です。
◎越路町と長岡市以外の指定登録店については、お問い合わせください。
◎お問い合わせ先　　越路町企画振興課�９２－５９０２　　�エヌ・シィ・ティ�３３－０９０９

新世代地域ケーブルテレビ施設整備事業
ñエヌ・シィ・ティ登録施行業者一覧表

通信放送電話会　社　名
越路町所在業者

○○９２－３５７６�岩塚電機商会
○○９２－２７０８�桑原電気

○９２－２１１４�コイチ時計電気店
○○９２－４８４８�サンエー

○９２－２１０１�三友電工舎
○○９２－３９２９シライ電設�

長岡市所在業者
○２２－００５０�阿部電気商会

○○３３－４６８０�池田電機
○○２４－４１７７�石原電機
○○４６－２２９８池津電機商会
○○２４－４２１１�石沢電機

○３２－３７１８今井電機商会
○３５－３７２５�居藤電機
○４６－３２１８�池之端電機商会

○○３９－２０２４�エヌシーネットワークス
○○３６－４４２３遠藤電気�
○○３２－０８３９榎電気製作所

○２７－３１８２�江口電気商会
○○３５－１３００越後ながおか農業協同組合

○３５－３５６０�大川電気商会
○○４６－４７２９大平家電サービス

○３５－２２８６オーデオ＆ビデオタカノ
○３２－３３９０�恩田電気商会三和店
○３３－６７６０�恩田電気商会山田店
○３２－０８６５小越電気�
○４６－５８５３�大新電業
○３１－２１５０かとちゃんでんきのグレートワン
○３２－８３０３�カツミ商会

○○３５－２１３８川崎電化商会
○○４６－５０１７カトウ電気

○２４－４４５５�加藤電気
○○２３－１２９６川長ラジオ店
○○３３－３２６６�きねふち電気商会
○○３３－６１５４�協栄電気商会
○４７－４８６９ＫＣＳ

○４４－８４８４�小杉電機
○○３５－１３３０近藤電機�

○２７－３６４８�コダマ電機
○○３３－８５６８�三友電機工業所

○３２－７６４４�さくら電気商会
○３３－１０４１�酒井無線

○○２４－６７６０�伸徳電機商会
○○２８－３３２７�シバデン

○２４－１１２１�新成電機商会

通信放送電話会　社　名
○○２２－２６８６�ジョイフルタカハシ

○３５－７００１�ストア良電社
○○３６－５６５７�総合電化正電
○○３２－４８４９�高橋電光社

○３２－２９１６高松電機商会
○○４６－５３０８�タカギパワーエンジニアリング

○２２－１２１１大藤電設�
○４６－７０８４第四電設�
○３３－６３６４大京電機�

○○３２－０７２０でんきのタムラ
○４４－８４７７�電気のノブデン
○４７－２２１１�トーシスアクティス
○２４－０９４８富島電機工業所
○３４－７７４８トクナガ電器商会
○３５－２３００長岡電業�

○○２８－１１９２�長岡日本アンテナ
○○３４－９８０１�長岡ハムセンター
○○３３－４１２１�長岡タック

○２４－８０６４西山電機
○６３－２４２４�日本デンカ
○３３－２１７１早川電設�
○３６－００８８�長谷川電化商会

○○２９－１７３７�早川電機工事
○○３２－８８８７�薔薇電化
○○３５－６３９６パナ・コスモスアライ

○３３－３３２４�パナ・コスモスオオツカ
○○３３－８０１２�プラザタカキチ
○○３３－２２９５�本田電機商会
○○２７－０９２０丸久電機商会
○○３２－１３４５�丸正無線電機商会
○○３５－１７７２�増田電機
○○３３－１３００水澤電機�
○○２７－０２４２水村電機�

○４６－５２２８宮本電機商会
○○２８－１１５５�ミドリ電気

○４７－５３０１�山崎電機
○○３２－４３１０�やまたに電機

○２４－０４８３�安井電機工業所
○○４６－５４２１山田デンキ
○○３４－５５０６ヤナギ電器商会
○○３２－４０６１�安田デンキ燃料店

○３５－３５３５�ユアテック中越営業所
○○３３－３７４７�ユウピット電子
○○３２－１０３８�吉原電機商会
○○３７－０００２�ライトハウス
○○３３－５３５６�若月電化ハウス

平成１５年６月９日現在　五十音順
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行政相談
期日　　７月２２日�
時間　　午前９時～正午
場所　　越路町役場

心配ごと相談
期日　　７月１日、８日、１５日、２２日、

２９日　　（毎週火曜日）
時間　　午後１時３０分～午後４時
場所　　福祉センター

国民年金相談
期日　　７月１５日�
時間　　午前９時～午後４時
場所　　越路町役場

長岡広域圏ガイド

今月の町内巡回バス（雪ボタル号）運休日
７月５日�、６日�、１２日�、１３日�、１９日�、２０日�、２１日�、２６日�、２７日�

　心温まる、善意の寄付金をいただき、心から感
謝申し上げます。

○５月３０日　西　野　　　　小川　浩一様　５００,０００円
○６月３日　岩　田　　　　平田　徳司様　　５０,０００円
○６月１３日　一鉢会　代表　矢代　征平様　　１３,６８５円

　指定寄付金を除く寄付金については、全額「越
路町社会福祉基金」に積み立てます。

善意をありがとうございます

　

体
が
カ
ァ
ー
と
熱
く
な
る
、
頭

痛
や
め
ま
い
が
起
き
る
…
こ
れ
が

更
年
期
症
状
で
は
な
い
か
し
ら
？

と
考
え
て
い
る
方
、最
近
、く
し
ゃ

み
を
す
る
と
尿
も
れ
が
あ
る
等
の

症
状
で
お
悩
み
の
方
、
相
談
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

個
別
相
談
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
担
当

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２９

４
時

場
所　

長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務

所　

１
階
会
議
室

相
談
員　

助
産
婦

問
合
せ　

地
域
保
健
課
地
域
保
健

担
当
�　

―
４
９
３
１

３３

　

長
岡
警
察
署
で
は
、
ご
家
族
や

お
知
り
合
い
の
方
の
消
息
が
わ
か

ら
ず
お
困
り
の
方
の
た
め
、
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
所
在
確
認
の

調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
全
国
各

地
で
亡
く
な
ら
れ
、
身
元
の
わ
か

ら
な
い
方
の
写
真
や
持
ち
物
等
の

資
料
を
多
数
用
意
し
て
、
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

８
月
８
日
�
午
後
９
時　
３０

分
〜
午
後
５
時

開
設
場
所
及
び
問
合
せ　

長
岡
警

察
署　

�　

―
０
１
１
０

３８

護
委
員
と
法
務
局
職
員
が
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時　

７
月　

日
�
午
前　

時
〜

２５

１０

午
後
３
時

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

越
路
町
役
場
町
民
課
戸

籍
係　

�　

―
５
９
０
５

９２

　

検
察
審
査
会
は
、
本
年
７
月　
１２

日
に
検
察
審
査
会
法
施
行　

周
年

５５

を
迎
え
ま
す
。
検
察
官
が
被
疑
者

（
犯
人
と
思
わ
れ
る
人
）を
裁
判
に

か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処

分
）
の
よ
し
あ
し
を
、
国
民
の
中

か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た　

人
の
検

１１

察
審
査
員
が
審
査
す
る
、
そ
れ
が

検
察
審
査
会
制
度
で
す
。
詳
し
く

は
、長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局（
�

　

―
２
１
４
１
）
ま
で
お
問
い
合

３５わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
お
越
し
い
た
だ
け

な
い
方
は
、
次
の
警
察
署
で
も
開

催
い
た
し
て
お
り
ま
す
。（
午
前
９

時　

分
〜
午
後
５
時
）

３０
▼
８
月
１
日
�
上
越
北
警
察
署
�

０
２
５
５
―　

―
０
１
１
０
▼
８

４３

月
４
日
�
三
条
警
察
署
�
０
２
５

６
―　

―
０
１
１
０
▼
８
月
６
日

３３

�
新
発
田
警
察
署
�
０
２
５
４
―

　

―
０
１
１
０

２３
　

ま
た
、
特
別
相
談
所
も
開
設
い

た
し
ま
す
。

日
時　

８
月
中（
土
曜
、日
曜
日
は

除
く
） 
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

開
設
場
所　

県
警
察
本
部
鑑
識
課

　

�
０
２
５
―
２
８
５
―
０
１
１

０
（
内
線
４
６
４
１
・
４
６
４
２
）

募
集
対
象　

卒
業
後
、
新
潟
県
内

で
近
代
的
な
農
業
経
営
を
担
う
農

業
後
継
者
及
び
農
村
地
域
の
指
導

者
を
目
指
す
方

募
集
定
員　

稲
作　

人
、
園
芸　

４０

３０

人
、
畜
産　

人
１０

そ
の
他　

推
薦
、
一
般
入
校
試
験

日
程
等
詳
細
を
記
し
た
募
集
要
項

は
、
新
潟
県
農
業
大
学
校
教
育
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

�

０
２
５
６
―　

―
３
１
４
１

７２

　

心
配
ご
と
や
お
困
り
の
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
越
路
町
の
人
権
擁

　

理
学
療
法
士
に
関
す
る
講
演
や

リ
ハ
ビ
リ
相
談
等
を
行
い
ま
す
。

日
時　

７
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１３

３
時　

分
３０

会
場　

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
柏
崎
（
１

階
研
修
室
、
小
会
議
室
）

問
合
せ　

柏
崎
市
元
気
館　

�
０

２
５
７
―　

―
４
２
１
０

２０

期
日　

８
月
３
日
�

会
場　

胎
内
川
河
口
（
中
条
町
）

参
加
対
象　

小
学
校
４
年
生
〜
中

学
生
と
そ
の
親　

名
５０

参
加
費　

一
人
あ
た
り
千
五
百
円

募
集
期
間　

７
月
２
日
�
〜　

日
１８

�　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
込
み
・
問
合
せ　

新
潟
県
少
年

自
然
の
家　

�
０
２
５
４
―　

―
４６

２
２
２
４

○第１７回出雲崎おけさ全国チャンピオン大会
期　日　７月２０日�
会　場　出雲崎町民体育館
問合せ　出雲崎町企画振興課　�７８－２２９１

○うま市
期　日　７月２３日�、２４日�
会　場　谷内通り　※駐車場有
問合せ　栃尾市商工観光課　�５２－２１５１

○第２２回わしままつり
期　日　７月２６日�、２７日�
会　場　村民野球場他　※駐車場有
問合せ　和島村企画観光課　�７４－３１１１

○２００３えちごかわぐち物語・夏川口まつり
期　日　７月２６日�、２７日�
会　場　川口町役場周辺　※駐車場有
問合せ　川口町企画商工課　�８９－３１１２

○ちぢみの里ふれあいまつり
期　日　７月２６日�　１０：００～１５：００
会　場　小千谷市地域間交流センター ｢ちぢみの里｣
問合せ　ちぢみの里　�８１－１７１７

出
雲
崎
町

栃
尾
市

和
島
村

行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
（
無
料
）

川
口
町

小
千
谷
市

更
年
期
・
尿
失
禁
相
談
会

特
設
人
権
相
談
所
が
開
設

さ
れ
ま
す

新
潟
県
農
業
大
学
校
学
生

募
集

　

周
年
を
迎
え
た
検
察
審

５５査
会

親
子
カ
ヌ
ー
体
験
教
室
の

ご
案
内

理
学
療
法
ま
つ
り
開
催

（
無
料
）
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会
場
で
の
Ｐ
Ｒ
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
参
加

申
込
締
切
り　

７
月　

日
�
必
着

１８

申
込
み
・
問
合
せ　

出
雲
崎
町
役

場
企
画
振
興
課
内　

天
領
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局　

�　

―
２

７８

２
９
１
（
直
通
）

　

お
ご
し
の
里
で
は
、
恒
例
の
夏

ま
つ
り
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月　

日
�　

午
後
６
時

２６

〜
８
時

場
所　

お
ご
し
の
里
駐
車
場
（
雨

天
時
は
食
堂
）

内
容　

演
芸
大
会
、
盆
踊
り
、
出

店
な
ど

問
合
せ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

お
ご
し
の
里　

�　

―
３
１
１
０

９５

　

皆
さ
ん
お
誘
い
の
う
え
、
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

７
月　

日
�　

午
後
６
時

２６

　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

会
場　

こ
し
じ
の
里
駐
車
場

内
容　

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
踊
り
、

太
鼓
演
奏
、
職
員
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
な
ど　

そ
の
他
出
店
が
あ
り

ま
す
。

問
合
せ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

こ
し
じ
の
里　

�　

―
０
８
０
１

４１

　

時
代
衣
装
を
ま
と
い
、
北
国
街

道
を
練
り
歩
き
ま
す
（
約　

�
）。

１.５

期
日　
　

月　

日
�

１０

１２

募
集
人
数　

巡
見
使
１
人
、
姫
１

人
、
代
官
１
人
、
佐
渡
奉
行
１
人
、

腰
元　

人
、
毛
槍
奴　

人
、
勘
定

１０

１０

方
２
人
、
町
娘
４
人
、
侍
ほ
か　
５０

人
程
度
、
ラ
ブ
ラ
ブ
カ
ッ
プ
ル
１

組
、
プ
ロ
の
殺
陣
師
と
チ
ャ
ン
バ

ラ
が
し
た
い
方
若
干
名

応
募
条
件　

▼
年
齢
、
性
別
等
の

制
限
な
し
▼
役
柄
に
よ
り
台
詞
の

練
習
あ
り
▼
町
娘
は
、
イ
ベ
ン
ト

出
雲
崎
町
天
領
ま
つ
り

巡
見
使
行
列
参
加
者
募
集

第
５
回
こ
し
じ
の
里
夏
祭
り

越路町職員を募集します

町の入札状況をお知らせします

落札価格請負業者名事　　業　　名年月日

６,８２５,０００円� 大 石 組長岡市消防署越路出張所空調機改修工事NO２H１５．６．３

１５,９６０,０００円越 後 交 通 工 業 �越路西小学校融雪設備工事H１５．６．１０

１２,２８５,０００円	 星 野 自 動 車 工 業小型除雪車（１.３ｍ級）H１５．６．１６

６４,０５０,０００円中越興業・小川興業経常建設共同企業体越路西小学校屋外運動場整備工事H１５．６．１６

９１,３５０,０００円永 井 ・ 白 井 経 常 企 業 体越路西小学校プール棟建築工事H１５．６．１６

１００,８００,０００円ダ イ エ ー 建 設 �越路町地域交流館建築工事H１５．６．１６

１２６,０００,０００円西 栄 ・ 堀 井 経 常 企 業 体越路西小学校屋外環境整備工事H１５．６．１６

２３,１００,０００円ダ イ エ ー 建 設 �越路西小学校車庫棟建築工事H１５．６．２３

自 衛 官 募 集
防衛庁では、次の通り自衛官を募集しています。

詳しくは、自衛隊柏崎募集事務所
柏崎市穂波町１－３６ �０２５７－２４－３０００ へお問い合わせ下さい。

試験期日受付期間資格募集種目

受付後に
指定しま
す

男子：年間
を通して
女子：８月
４日～９月
１０日

１８歳以上
２７歳未満の者

２等陸・海・空士

一次試験
９月２０日

８月４日～
９月１０日

１８歳以上
２７歳未満の者

曹 候 補 士

一次試験
９月２０日

８月４日～
９月１０日

１８歳以上
２４歳未満の者

一般曹候補学生

一次試験
９月２３日

８月４日～
９月１０日

高卒（見込含）
２１歳未満の者

航 空 学 生

一次試験
１０月１９日

９月１２日～
１０月１０日

高卒（見込含）
２４歳未満の者

看 護 学 生

一次試験
１１月８・
９日

９月１２日～
１０月１０日

高卒（見込含）
２１歳未満の者

防 衛 大 学 校
（ 一 般 ）

一次試験
９月２０・
２１日

９月５日～
９月９日

高卒（見込含）
２１歳未満の者
※推薦については
高等学校長の推薦
など、別途資格が
必要です

防 衛 大 学 校
（ 推 薦 ）

一次試験
１１月１・
２日

９月１２日～
１０月１０日

高卒（見込含）
２１歳未満の者

防衛医科大学校

お
ご
し
の
里
夏
ま
つ
り

越路町職員採用初級試験を次により実施します。
　
１．職種等

　
２．試験の日時、場所
　試験日　　平成１５年９月２１日�　午前９時受付
　場　所　　長岡市立南中学校
　
３．試験の方法

　
４．受験手続
　○申請書の請求先
　　　平成１５年７月７日�以降に申請書を請求してください。

郵送希望の場合は、１２０円切手を貼った返信用封筒（角型
２号）を同封の上、下記へ請求してください。

　　　越路町役場総務課総務係（�９２－５９０１）
　　　〒９４９－５４９３　三島郡越路町大字浦７１５
　○受付期間及び受付時間
　　　平成１５年７月１４日�～平成１５年７月２８日�
　　　※土、日曜日は除く。

午前８時３０分から午後５時まで受付けますが、必ず本人持
参で提出してください。

採用
予定人員受 験 資 格試験

区分職種

若干名活字印刷文による出題に対応できる方で、
昭和５７年４月２日から昭和６１年４月１日
までに生まれた方

初級一般
事務

内 容試験種別区 分

高校卒業程度で択一式による筆記試験教　　養初 級

課題の理解力、思考力及び表現力等につい
ての筆記試験

作　　文

職務及び職場への適応性について択一式
による検査

事務適性
検 査

（落札価格５００万円以上）
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�
�
�

�

��

�

俳　

句
水
環
俳
句
会

笹
粽
叱
っ
て
く
れ
る
人
絶
え
て

骨
拾
ふ
指
先
熱
く
春
の
昼

越
後
に
も
い
つ
し
か
増
え
し
麦
の
秋

す
で
に
亡
し
友
の
縄
張
り
夏
わ
ら
び

魚
道
に
て
網
に
調
査
の
鮎
跳
ね
る

青
田
風
少
子
化
村
の
地
鎮
祭

抗
ら
ひ
し
言
葉
を
悔
む
沙
羅
の
花

老
ひ
て
な
ほ
妬
心
の
す
こ
し
夏
椿

蛇
脱
皮
傷
ひ
と
つ
な
し
朝
の
庭

落
武
者
を
匿
ひ
村
中
昼
寝
か
な

万
緑
や
一
期
一
会
の
膝
合
は
す

炎
昼
や
水
面
を
濁
す
錦
鯉

不
器
用
な
暮
し
蛍
に
息
合
は
す

ほ
う
た
る
に
囲
ま
れ
時
間
ゆ
る
や
か
に

万
緑
や
ど
っ
ぷ
り
浸
か
る
ハ
ー
ブ
の
湯

夏
草
や
読
め
ぬ
碑
の
文
字
裏
側
も

と
ほ
冷
め
し
戦
火
の
火
照
り
葱
坊
主

ま
た
聞
き
の
訃
や
馬
鈴
薯
の
花
盛
り

鳥
島　

久
子

　
　

〃　
　

若
林　

栄
作

　
　

〃　
　

鳥
島　

久
夫

　
　

〃　
　

米
山　

佳
子

　
　

〃　
　

米
山　

敏
保

　
　

〃　
　

原　
　

克
己

　
　

〃　
　

米
山　

節
子

　
　

〃　
　

若
林　
　

実

　
　

〃　
　

今
井　

雄
司

　
　

〃　
　

こうえんへおさんぽにいったよ。こうえんへおさんぽにいったよ。
お山の上でハイポーズ。お山の上でハイポーズ。

サツマイモの苗を植えたよ。サツマイモの苗を植えたよ。
「はやくおおきくなぁれ！」「はやくおおきくなぁれ！」

うさぎぐみのおともだち。うさぎぐみのおともだち。
みんないいおかおしてるね。みんないいおかおしてるね。

親子でリフレッシュ。だいすきなお父さん、親子でリフレッシュ。だいすきなお父さん、
お母さんとたくさん遊んだよ。お母さんとたくさん遊んだよ。

こあらぐみさん。こあらぐみさん。
「ふうせんだいすき！」「ふうせんだいすき！」
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子
供
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
地
域

ぐ
る
み
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
本
会
の
活
動
を
今
年
度
も

次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。
活

動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
皆
様

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※「
す
こ
や
か
な
子
供
を
育
て
る
会
」

は
、
越
路
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
越
路
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
岩
塚
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
構
成
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
の
目
的

　

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
を
深

め
な
が
ら
、
地
域
を
挙
げ
て
子
供
た

ち
を
育
て
る
意
識
を
盛
り
立
て
、
子

供
た
ち
の
す
こ
や
か
な
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
組
織
体
制
と　

年
度
活
動
内
容

１５

『
あ
い
さ
つ
の
輪
を
広
げ
る
活
動
部
』

　

・
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

・
学
校
、
地
区
別
あ
い
さ
つ
運
動

の
実
施

『
話
喜
逢
愛
（
わ
き
あ
い
あ
い
）
部
』

　

・
座
談
会
、
ミ
ニ
講
演
会
の
開
催

　

・
親
子
で
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

『
広
報
部
』

　

・
会
報「
な
じ
ら
ね
ッ
ト
」の
発
行

・
子
供
の
健
全
育
成
等
を
テ
ー
マ

に
し
た
標
語
や
短
文
の
募
集

戦没者追悼式を挙行
　平成１５年度の越路町戦没者追悼式が６月１日、町民体育館
において執り行われ、全町内から１８４名の遺族が参列されまし
た。
　町長の式辞のあと黙祷を捧げ、続いて県知事代理をはじめ
来賓各位より哀悼のことばが延べられました。最後に、参列
された遺族全員が菊の花を捧げおごそかに戦没者の冥福を祈
りました。 ▲参列者一人一人が献花を行いました

　

毎
年
７
月
は
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動

の
強
調
月
間
で
す
。

「
ふ
れ
あ
い
と 
対
話

が
築
く 
明
る
い
社

会
」
を
統
一
標
語
と

し
て
、
地
域
社
会
等

の
理
解
と
協
力
に
よ

り
、
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
罪
を
犯
し
た

人
や
非
行
を
し
た
少
年
の
更
正
を
支
え
、

人
々
が
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
く
明
る
い
地

域
づ
く
り
に
参
画
す
る
こ
と
を
重
点
目
標
に

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
地
域
や
家
庭
か

ら
犯
罪
や
非
行
を
出
さ
な
い
た
め
に
は
、
家

庭
に
お
け
る
親
子
の
対
話
や
地
域
住
民
同
士

の
ふ
れ
あ
い
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
運
動
に
合
わ
せ
て
、
長
岡
市
、
越
路

町
、
山
古
志
村
が
構
成
す
る
長
岡
地
区
保
護

司
会
で
「
愛
の
協
力
運
動
」
の
会
員
募
集
が

行
わ
れ
ま
す
。

「
愛
の
協
力
運
動
」
に

　
　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育

成
事
業
及
び
犯
罪
予
防
、
更
生
保
護

の
活
動
資
金
に
使
わ
れ
る
会
員
募
集

で
す
。
各
家
庭
か
ら
一
戸
「
三
百
円

程
度
」
の
募
金
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。な
お
、一
人「
千
円
」以
上
の

会
員
募
集
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

越
路
町
社
会
福
祉
協
議
会

第　

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

５３
が
実
施
さ
れ
ま
す

「
す
こ
や
か
な
子
供
を
育

て
る
会
」
の
活
動
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

第６回越路ほたるまつり
　町観光協会とこしじホタル連合会の主催による「越路ほた
るまつり」のイベントが、６月２１日夜、巴ヶ丘自然公園と町
民体育館を会場に行われました。町民体育館ステージでは、
ホタル観賞までのひとときを不動沢地区と飯塚地区の郷土芸
能が保存会の皆さんにより披露されました。
　ステージイベントが終わる頃、ようやくあたりは暗くなり、
ペットボトルちょうちんの灯りをたよりに公園内に入ると、
たくさんのホタルが飛び交う様子を見ることができました。
また、公園内の池のほとりで行われたハンドベルの演奏と
コーラスグループによる歌声が、訪れる人をやさしく迎えて
くれました。清流に住むといわれるホタルの美しく幻想的な
光の乱舞をいつまでも見られるように、ホタルの住みよい環
境を残していきたいものです。

▲初夏のひととき、ほたる観賞に多くの皆さ
んが訪れました

飛び交う淡い光に感動
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公民館だより 　公民館は、住民のために教育、学術及び文化に関する各種の事�
業を行い、住民の教育の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生�
活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することが目的です。�

��������
　７月１３日�「寺泊町文化センターはまなす」を会
場に行われる七夕ミニコンサートに越路町のコーラ
スグループ「ポーロ・ウニア」が出演されます。「歌
の花園」「星に願いを」「メヌエット」等など、大勢
での歌声による美しいハーモニーを是非お楽しみく
ださい。

　■期　日　７月１３日�　PM２：００～（開場１：３０）
　■会　場　寺泊町文化センターはまなす　２階
　　　　　　入場無料
　■出　演　ポーロ・ウニア（越路町）
　　　　　　はまなすウィンドアンサンブル
　　　　　　コールエコーはまなす

　　　　主催：コールエコーはまなす　
　　　　後援：寺泊町公民館・寺泊町芸術文化協会

　越路町公民館では平成１５年度コミュニティ助成事
業により、地域のコミュニティ活動に利用いただく
ための液晶プロジェクター、パソコンなどを整備い
たしました。是非地域の自治会活動・公民館活動等
にご利用ください。

貸出し品
・液晶プロジェクター
・単焦点ズームレンズ
・スクリーン
・ノートパソコン
・ショッピングケース

【貸出し及びお問合せ】
　　越路町教育委員会　社会教育係　�９２－５９１０

◎幸齢者教室（中央学習会）
　７月３、１７日�　会場：福祉センター

◎幸齢者教室（出張学習会）
　７月１１日�　　　会場：不動沢公民館
　　　１５日�　　　会場：岩田婦人研修センター
　　　２４日�　　　会場：飯塚公民館

◎英会話教室（Jr低学年・高学年、ビギナー、プレイ
ンターメディエイト、インターメディエイト）
　７月２、９、１６日�
　　　　　　　　　会場：福祉センター

◎英会話教室（シニア）
　７月３、１０、１７、２４、３１日�
　　　　　　　　　会場：福祉センター

◎パソコン教室（中級コース）
　７月８、１５、２２、２９日�　 会場：福祉センター

◎パソコン教室（ＨＰコース）
　７月５、１２、１９、２６日�　 会場：福祉センター

◎いきいきレディース講座
　７月１６日�　　　　　　会場：福祉センター

◎コーラス教室
　７月２、９日�　　　　会場：福祉センター

◎るんるん親子教室
　７月２３、３０日�　　　　会場：B＆G海洋センター

◎古文書解読講座
　７月２、９、１６、２３、３０日�
　　　　　　　　　　　　会場：福祉センター

7月の行事

　『越路町史』は、平成１３年度の全巻発刊以来、「新潟日報」な
どのメディアや、ざまざまな学会誌で取り上げられ、各界で好
評を博しています。
　その内容は、自然・民俗、ムカシマンモスから三波春夫まで
と、ふるさとの歴史ロマン満載です。読んでびっくり、眺めて
発見、あなたの知らない越路町がきっとそこにあるはずです。

～さあ皆さん、『町史』を読んで町内めぐりにでかけましょう！～

【お問い合わせ】越路町教育委員会　社会教育係　�９２－５９１０　FAX９２－３３３３
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
の
教
室
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六
年
生
で
は

　

五
年
生
ま
で
の
活
動
を
も
と
に

し
て
、
郷
土
の
自
然
環
境
問
題
に

対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
活
動
を

と
お
し
て
、
自
分
の
生
き
方
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

さ
を
味
わ
い
ま
す
。

 
三
年
生
で
は

　

自
然
に
親
し
む
活
動
の
中
で
、

自
分
た
ち
の
生
活
と
の
か
か
わ
り

か
ら
地
域
の
自
然
を
見
て
い
き
ま

す
。

 
四
年
生
で
は

　

ホ
タ
ル
の
飼
育
活
動
な
ど
を
と

お
し
て
、
環
境
へ
の
意
識
や
ふ
る

さ
と
越
路
へ
の
思
い
を
高
め
て
い

き
ま
す
。

 
五
年
生
で
は

　

米
作
り
を
と
お
し
て
、
人
間
と

自
然
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
自
然
環
境
に
対

し
て
で
き
る
こ
と
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
郷
土
へ
と
視
点
を
広

げ
た
活
動
を
通
し
て
地
域
課
題
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 
一
年
生
で
は

　

地
域
の
自
然
環
境
を
活
用
し
、

自
然
の
中
に
十
分
浸
り
な
が
ら
活

動
し
ま
す
。

 
二
年
生
で
は

　

地
域
の
専
門
家
か
ら
作
業
方
法

を
教
え
て
も
ら
い
、
野
菜
栽
培
に

挑
戦
し
ま
す
。
こ
の
野
菜
作
り
を

と
お
し
て
、収
穫
の
喜
び
や
、作
っ

た
野
菜
を
調
理
す
る
こ
と
の
楽
し

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
生
活

科
の
学
習
に
お
い
て
、
身
近
な
社

会
や
自
然
に
親
し
む
活
動
を

通
し
て
、
地
域
の
宝
を
探
し
、

ホ
タ
ル
活
動
や
米
作
り
な
ど

の
活
動
を
と
お
し
て
自
分
と

自
然
と
の
か
か
わ
り
を
考
え

て
い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
六
年

一
月
に
、
四
季

折
々
の
子
供
た
ち

の
生
活
を
込
め
た

四
つ
の
校
歌
、
そ
れ
に
式

典
歌
を
合
わ
せ
て
五
つ
の

校
歌
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
こ
の
五
つ

の
校
歌
に
愛
着
を
感
じ
る

と
共
に
、
心
を
込
め
て
精

一
杯
歌
う
こ
と
を
誇
り
に

思
っ
て
い
ま
す
。

《うたう》伝統ある五つの校歌

「
地
域
で
学
び

　
　

地
域
に
学
ぶ
」

　子供たちの

縦のかかわり

を、強めるこ

とで、共に生

き、思いやり

助け合うこと

のできる子ど

もを目指して

全校縦割によ

る「雪ん子グ

ループ」をつ

くって、児童

会活動を行っ

ています｡

　また、児童会だけではなく遠

足や運動会の越路盆歌の学習な

どの学校行事でもグループ活動

をして、上級生としての心遣い

や下級生としての協力心が芽生

えてきています｡

　今年度入学した一年生が五年

後、最高学年となったとき、今

までの経験を生かして下級生を

リードしていく姿を目指してい

ます｡

ゴ
ー
ル
は
五
年
後

☆　

子
供
た
ち
の
か
か
わ
り
を
ふ
か
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　

雪
ん
子
グ
ル
ー
プ　

☆

　

昨
年
度
は
、
国
語
科
の
学
習
を

中
心
に
「
伝
え
合
う
力
」
の
育
成

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、

・
行
動
に
移
る
た
め
に
他
人
の

話
を
聞
く

・
協
力
し
て
活
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
に
他
人
の
思

い
を
聞
く

・
人
が
悩
ん
で
い
た
り
困
っ
て

い
た
り
す
る
と
き
に
そ
の
話

を
聞
く

な
ど
、「
聞
く
」

力
を
育
成
す
る

こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
本
年

度
は
「
聞
く
」

こ
と
に
焦
点
を

当
て
、
お
互
い

に
聞
き
合
う
こ

と
の
で
き
る
子

を
め
ざ
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。

重
点
目
標

　

聞
き
合
う
子
を
育
て
る

　越路小学校の教育活動は､ホームページで公開してい

ます。ぜひ、ご覧ください｡

　　　URL　koshiji-es@koshiji-koshiji-es.ed.jp

��������������������������� 心を込めて歌う子供たち

２年生　地域探検

３年生　巴ケ丘活動

５年生　田植え
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　越路ほたるグラウンドゴルフ会は去る６月８日
�河川芝生広場にて、緑濃く晴天の下で上記大会
を開催いたしました。会員、町民あわせて４８名の
小規模な大会でしたが参加者全員和気あいあいと
プレーを楽しみ、ホールインワンがでる度に歓声
を挙げました。
　当日の成績は次の通りです。
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��������	


体育協会長杯

男子の部

優勝　平沢　武
２位　小林　宏
３位　深井三男

・平沢　武

女子の部

優勝　丸山　和枝
２位　小野塚キヌ
３位　白井　サヨ

　５月３１日�に長岡市民体育館でペプシカップ第２３
回全日本小学生バレーボール大会長岡地区予選会が
行われました。
　この大会は男子５チーム、女子２５チームが出場し、
県大会の出場権を懸けて熱戦が繰り広げられました。
越路JVCは、女子が４試合を全てストレート勝ちで
優勝、男子は準優勝し、男女とも６月２９日�に水原
総合体育館と水原小学校体育館で開催される県大会
に出場します。県大会には県内７地区の予選を勝抜
いた男子１２チームと県内８地区で予選を勝抜いた女
子１６チームが出場し、県No.１の座と全国大会の出場
権をかけて激突します。
　女子は県の新人戦
で４強入りし、シー
ド権を獲得、好位置
からのスタート。男
子は県の強豪チーム
と練習試合を重ね、
着々と力をつけてお
り、県大会での活躍
が期待されます。

　去る６月８日�に新潟西総合体育館を会場として
若葉カップ県大会が行れました。
　県内上位チーム主体の参加によるこの大会は全国
大会までつながる大きな大会で、男子７チームがエ
ントリーし全国大会の出場枠１チームを懸けて熱い
戦いが演じられました。
　その中で、優勝した新潟Jr.に２－３で惜しくも敗
れましたが、小須戸Jr.との大接戦の末３位に入賞す
ることができました。練習を週１回から週３回の希
望参加制にしたこと、塚山JBCとの合同練習など普
段の練習成果が徐々に現れてきたようです。更なる
練習を重ねて県大会以上の成績を目指して頑張って
いきます。
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☆期　日　８月３日�、１５日�
☆会　場　河川野球場・多目的広場・成出野球場・越路中学校
☆対　象　町内の高校生以上の方、または町内に職場を有する方。
☆参加費　１チーム　３,０００円（町連盟加入チームは２,０００円）
☆申込み　教育委員会　社会教育係　�　９２－５９１０
☆締切り　７月１８日�まで
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県３位入賞！
中野島JBC男子チーム

　１０月４日・５日に行われる『第５６回新潟県縦断郡

市対抗駅伝大会』に出場する選手を三島郡管内から

広く募集するため選考会を開催いたします。

選考会日程

☆期　日　８月２４日�　午前９時集合

☆会　場　和島村【良寛の里】駐車場　１０kmコース

☆問合せ　三島郡陸上協会長距離部長　安達孝一

　　　　　　寺泊町上田町２７９８－１

　　　　　　�　（０２５８）７５－４５４５

��������	
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県大会の出場を決めて ハイ ゲッ
チュー！　ガンバレ！越路JVC
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問い合せ参加費主　　催ところと　き大　　会

教育委員会　社会教育係
　　　� ９２-５９１０

３,０００円
（一般参加チーム）
２,０００円

（連盟加入チーム）

町公民館河川野球場他
３日�
１５日�

第２８回
町民野球大会

☆

～ 各種大会や教室のご案内 ～
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　６月８日�町民体育館を会場に
第２４回スプリングスマイルカップ
が開催されました。
　大会には６チームが参加し、予
選リーグ戦を勝ち抜いたコスモと
ＲＭＣの間で決勝が行われました。
地力に勝るコスモがセットカウン
ト２－１で５年連続の優勝を飾り
ました。
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問い合せ参加費主　　催ところと　き大　　会

教育委員会　社会教育係
　　　� ９２-５９１０

２,０００円町公民館町 民 体 育 館６日�
第２４回職域
バレーボール大会

☆

教育委員会　社会教育係
　　　� ９２-５９１０

５００円町公民館
河 川 公 園
（雨天中止）

６日�
第２４回
町民テニス大会

☆

教育委員会　社会教育係
　　　� ９２-５９１０

３,０００円町公民館
河 川 野 球 場
（雨天中止）

６日�
第２７回
成年野球大会

☆

優　勝

▲ コスモ

準優勝

▲ ＲＭＣ
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　６月１日�早朝、一般参加者および町登山連盟役員
の計７８名の参加者が「磐梯山」へ向け出発しました。
初夏の磐梯山は、水芭蕉が残り、ブナの若葉が鮮やか
でした。台風による雨のため、山頂を踏むことはでき
ませんでしたが、下山後、雨にも負けずに楽しく昼食
をとるなど、参加者全員無事に山行を終えることがで
きました。
　また、１３日�新潟県
山岳協会理事長　片桐
一夫氏を招き、特別講
演会が開催されました。
「山の遭難」をテーマに
面白く、ためになるお
話をいただきました。
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　６月７日�東日本縦断駅伝競走大会新潟県チーム監
督　佐藤忠春氏を講師に招き標記ウォーキングがおこ
なわれました。
　当日は５５名が参加し、実技指導においては効果的な
ウォーキングの仕方を教わりました。さわやかな晴天
のもと、町民体育館から越路原を歩く５�のコースを
参加者は各々のペースで歩きました。
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